Evaluation of Inoue Kobai (井上紅梅) : From his translation OF The Complete Works of Lu Xun (魯迅全集) published by Kaizo Sha (改造社) by 勝山  稔
改造社版『魯迅全集』をめぐる井上紅梅の評価につ
いて




































































































































































































































































































































































































































































































































































































【24】①「SHAW と SHAW を見に来た人々を見る記」（『改造』一九三三年四月号）②
「火・王道・監獄」（『改造』一九三四年三月号）③「現代支那に於ける孔子様」（『改造』
一九三五年六月号）④「ドストエーフスキイのこと」（『文芸』一九三六年二月号）⑤「私
は人をだましたい」（『改造』一九三六年四月号）⑥「『中国傑作小説』序」（『改造』一九
三六年六月号）
【25】竹内好「日記解説」（『魯迅全集（一九）』学習研究社、一九八六）二四四頁参照。
【26】伊藤漱平・中島利郎編『魯迅・増田粁師弟答問集』（汲古書院、一九八六）
【27】『魯迅の印象』には一九四八年版と一九五六年版、そして一九七〇年版の三種類が
ある。断り書きがない場合には一九四八年版を使用した。
【28】翻訳名義人佐藤春夫『平妖伝・世界大衆文学全集第二五巻』（改造社、一九二九）
【29】増田氏前掲書『魯迅の印象』一六頁参照。
【30】増田氏前掲書『魯迅の印象』五頁参照。
していた。愛憎の情がはげしかった。そういう点で、彼は所謂「清濁併せ呑む」という雅
量や寛容をもたなかった。ケジメをはっきりさせて、自己の気持ちをごまかさなかった。
のみならず露骨にあらわした。」増田粁『魯迅の印象』（大日本雄弁会講談社、一九四八）
三七～三八頁参照。他にも類例で日本の学術雑誌『中国文学』で某学生が「魯迅は腹黒
い」と批判を行った際にも露骨に不快感を表した事例がある。増田氏『魯迅の印象』三六
～三七頁参照。
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【31】増田氏前掲書『魯迅の印象』五頁参照。
【32】増田氏前掲書『魯迅の印象』七頁参照。
【33】前掲書『海を越えた友情』九頁によると一九三一年八月二〇日上海にて脱稿とある。
【34】「ろじん（魯迅）中国の小説家。一八八一年生まる。浙江省の人、小説壇の元老で
ある。日本に留学し、仙台医学専門学校を中途でやめ帰国後、教員をやる傍ら文筆をとり、
一種雄勁で精緻な文章で一家の風格をなし、「熱風」「野草」「彷徨」等の諸作は当時頗る
好評を博したが、「阿Ｑ正伝」を出すに及んで文名一時に喧伝さるるに至った」『改造』一
九三二年四月特別号、改造社調査部編『最新世界人名辞典』（改造社、一九三二年四月）
三九五頁参照。
【35】佐藤春夫「『個人的』問題」（『新潮』二九巻四号、一九三二）
【36】「文芸ノート」中の「ヂャーナリズムに於ける創作の位置」、評者はＸＹＺ氏（匿
名）『新潮』（二八巻二号、一九三二）参照。
【37】魯迅への関心は以後も低調で、菊池寛『日本文学案内』（モダン日本社、一九三
八）刊行に対して春夫は「世界各国の文学を説いて一言の支那文学に及ぶところのないの
は聊かもの足りない。せめては白話小説運動やその成功の結果に現れた魯迅位は言うべき
でなかったろうか。」と釘を刺している。佐藤春夫「新刊批評」（『新日本』一巻四号、一
九三八）参照。
【38】三宝政美「佐藤春夫の隠れた功績」（『定本佐藤春夫全集（二九号）』月報一一、臨
川書店、一九九九）。
【39】増田粁「魯迅伝」（『改造』一四巻四号、一九三二年四月）
【40】一九三二年一月五日増田粁宛魯迅書簡には「一月の改造には某伝が出なかった。豈
文章の罪であるか？某君が突端の人物でないからです。……佐藤様（佐藤春夫）は『故
郷』訳文の後記にも一生懸命に紹介しておりましたがどーなるでしょー」とあり、不掲載
の原因は増田の「文章」ではなく、魯迅自身が著名人物ではないからと増田を擁護してい
る。また一九三二年四月一三日内山完造宛書簡には魯迅の日本移住が話題になるが「佐藤
先生も増田様も私の原稿のために大に奔走なさる」と、増田と春夫が魯迅のために身を粉
にして奔走する筈と言及している。
【41】「家鴨の喜劇」『古東多万』（二号、一九三一年一一月）
【42】「風波」『古東多万』（別冊号、一九三二年九月）
【43】前掲『世界ユーモア全集（支那篇）』参照。
【44】一九三二年一〇月二日増田粁宛魯迅書簡参照。
【45】「シナ通」は中国語を解し中国社会に精通した中国愛好者を指し、大正時代から昭
140
【46】三石氏「後藤朝太郎と井上紅梅」三九頁参照。
【47】支那風俗研究會『支那風俗』（一巻一号～四巻一号、一九一八～二二）
【48】井上紅梅『支那女研究香艶録』（支那風俗研究会、一九二一）
【49】井上紅梅『匪徒（土匪研究）』（日本堂書店、一九二三）
【50】井上紅梅『支那各地風俗叢談』（日本堂書店、一九二四）
【51】井上紅梅『中華万華鏡』（改造社、一九三八）
【52】「支那料理の見方（東亜研究講座一四輯）」（東亜研究会、一九二七）、「支那人の金
銭慾（東亜研究講座一五輯）」（同右、一九二七）、「支那人の迷信」（同右、一九二九）
【53】『アジア問題講座（九巻 社会・習俗篇）』（創元社、一九四〇）
【54】井上紅梅「支那の旧口語小説――胡適氏の「五十年来之中国文学」摘訳」（『日刊支
那事情』一九二六年九月一八日～一〇月一日）
【55】井上紅梅「譚正璧の見た支那の現代文学」（『日刊支那事情』一九二六年一〇月二日
～一二日）
【56】井上紅梅「支那の家庭を説く」『中央公論』（昭和二年六月号）、「支那の大衆文学」
『中央公論』昭和三年三月特別号）。改造社については「上海騒擾記」（『改造』九巻五号、
一九二七）、「ショウ翁と孫文未亡人」（同一五巻四号、一九三三）、「上海藍衣社のテロ事
件」（同一五巻八号、一九三三）、「了解的周作人（听周作人所談）」（『文芸』二巻九号、一
九三四）。随筆掲載は多数にのぼるため号数のみ掲示すると、『改造』八巻八号、一五巻四
号、一五巻九号。『文芸』二巻三号、二巻五号、二巻九号。
【57】拙稿「支那に浸る人――井上紅梅が描いた日中文化交流」（『から船往来――東アジ
ア海域社会と日本文化の形成』中国書店、二〇〇九）参照。
【58】井上紅梅「支那の新文芸――張資平氏作『寒流』」（『日刊支那事情』一九二六年五
月一八日）
【59】井上紅梅「魯迅年譜」（『魯迅全集』改造社、一九三二）五一一頁参照。
【60】「増田先生のすばらしかった点は、……人徳を完璧に備えていたことで、現在でも
増田先生の人徳について「神様のような人だった」と断言される著名な学者もいるほどで
ある。」中島利郎「関西大学時代の増田粁先生」前掲『海を越えた友情』六六頁参照。
【61】増田氏前掲書『魯迅の印象』二五二頁参照。
【62】「私個人としては、私がいままでに接したどんな人――むろん日本人も入れてだが、
和戦前期に活躍したが、その視野の狭さから趣味人の範疇から脱却できず「安易な中国紹
介のゆえに、のちのちまで軽蔑のマナコで見られるようになった」（三石氏「後藤朝太郎
と井上紅梅」）という見解が一般化した。
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【63】松枝茂夫「増田粁さんの思い出あれこれ」（『文学』四五巻五号、岩波書店、一九七
七）五四九頁参照。
【64】「明日は帰るからと挨拶に行ったら、数々の土産物が用意してあって、奥さんの景
宋夫人がそれを包装してくれるのだったが、彼は奥さんの包み方がまずいと云って、自分
がそれを引ったくるようにして、好々的に包み直してくれるのだった。私は何とも云えな
い有り難い温いものにふれた気持ちで、黙って横から、実はあまり巧くもない彼の手つき
を見ていた」増田氏前掲書『魯迅の印象』三二頁参照。
【65】増田は『大魯迅全集』編纂時に出版責任者として一時に改造社社員となった経緯を
除けば、興亜省就任（一九三九年五月）まで約七年間相応の職を得ていない。
【66】「これが日本の雑誌に出たときは、「隣の麦飯はうまい」というやつだろうと匿名評
者は片づけてくれた」増田氏前掲書『魯迅の印象』一五頁参照。
【67】佐藤春夫「魯迅の横顔―その生々しい警句」（『東京朝日新聞』一九三六年一〇月二
〇日）参照。
【68】「原稿紙一枚は一円にもならない」（一九三三年三月一日山本初枝宛書簡）「増田君
も随分無駄骨折をしたと思う」（一九三三年四月一日山本初枝宛書簡）
【69】「増田一世は不相変『小説史略』をコツコツ訳して居ます、時々解らない処を聞き
に来ますがもし出版する本屋がなければ実に気の毒です。出版のために有益であるならば
私は序文を書いてもよいと思います」一九三四年一月二七日山本初枝宛魯迅書簡参照。
【70】島木健作「『大魯迅全集』を読む」（『改造』一九巻春季特大号、一九三七）一八四
～五頁参照。
【71】井上紅梅・松枝茂夫・山上正義・増田粁・佐藤春夫訳『大魯迅全集』（改造社、一
九三七）参照。
【72】増田粁「魯迅書簡集」（『改造』一八巻一二号、一九三六）参照。
【73】紅梅没後も、魯迅の日本人宛の書簡を集成した『魯迅書簡補遺（致日本人部分）』
（一九五二）や、『魯迅の印象（再版）』（一九五六）、『魯迅選集（改訂版）』（岩波書店、
一九六四）でも継続して削除されている
【74】削除箇所が復元されたのは増田粁『魯迅の印象』（角川書店、一九七〇）からで、
『魯迅全集』（人民文学出版、一九八一）にも反映されている。
【75】書簡中の作者が本当に「魯迅」なのかも疑わしい。書簡はその後増田発表の『魯迅
どんな人よりも人間的に魯迅を最も尊敬し、親愛を感じている」増田氏前掲書『魯迅の印
象』一七頁参照。
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【76】佐藤春夫「曾遊南京」（『改造』一九巻一三号、一九三七）
【77】また一九二一年に芥川龍之介が上海を周遊した際、現地の最適な情報源として紅梅
の『支那風俗』に言及している。芥川龍之介「上海游記」（大阪毎日新聞、一九二一年八
月～九月）参照。
 
伝』が紅梅の『魯迅全集』の広告になってしまった皮肉を嘆くが、その文脈中に広告中に
魯迅が必要以上にえらく書かれている点を慨嘆するという一節が唐突に挿入されている感
は否めない。元来増田や春夫は日本における魯迅の紹介に努力し、その行為に感謝を示し
ていた魯迅が（紅梅に慨嘆するのはともかく）自らの広告文に慨嘆するのは些か矛盾を感
じない訳でもない。
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